
 

要旨 
 現在の高校における歴史教育は、教科書に記載されている学問的解釈を唯一の真理

であるかのように一方的に教授する「閉ざされた歴史認識」の形成に陥っている。ま

た、通史学習が中心となり、地域史の観点から日本史を考察するという試みも少ない。

このような状況を踏まえて本研究は、学習者が自由に自分なりの歴史像や歴史観をつ

くることができる「開かれた歴史認識」の育成と地域史から日本史全体を考察させる

単元開発の研究を行った。授業理論は解釈批判学習と討論学習の両論を融合させ、教

材は「北の防御性集落」を取り上げた。そして、実験授業を行い、研究の有効性を考

察した。その結果、生徒は歴史解釈を選択し、討論によって自ら選択した歴史解釈を

吟味・検討することにより、歴史認識を高めた。また、「北の防御性集落」の歴史的意

義について、通史の既習知識を応用させて自らの歴史観をつくりあげた。  
 
【キーワード】開かれた歴史認識  地域史  解釈批判学習  討論学習  

北の防御性集落    
 

１．はじめに 

 高校における歴史の授業は、講義中心の知識注入型のものに陥りやすい。それは、

教科書に記載されている学問的解釈を唯一の真理であるかのように一方的に教授する

という授業である。このような状態では、学習者が自ら歴史を考えることがなく、無

批判に学問的解釈を受け入れてしまう「閉ざされた歴史認識」を形成する授業となっ

ていることを否めない。 
本研究はこの「閉ざされた歴史教育」から脱却し、学習者が自由に自分なりの歴史

像や歴史観をつくることができる「開かれた歴史認識」育成のための単元開発を第一

の目標とする。このような研究は先行研究が膨大にある。例えば、高校日本史の先行

研究として加藤公明氏の討論学習の実践１）や世界史での児玉康弘氏の解釈批判学習２）

などである。この２つの先行研究を手がかりに単元開発を行う。  
第二の目標としては、教材として地域史を取り上げ、そこから日本史全体を考察さ

せることである。授業で学習する歴史は、通史学習であり、特に青森県の場合は地元

の歴史を学ぶ機会はほとんどない。よって、通史学習と地域の歴史は乖離したものと

して生徒は捉えがちである。地域史が決して通史と乖離したものではなく、相互に影

響し合いながら、形成されたものであるということを生徒が自ら考えて認識できる授

業を開発したい。  
以上の２つの目標を達成すべく単元を開発し、さらに実験授業を通して考察する。  
 

２．解釈批判学習と討論学習 

２－１ 解釈批判学習 
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